
※「きゅうしょくだより」に学校給食週間について 詳しく載っています。

全国学校給食週間に合わせて『給食で秋田の食を味わう機会』として、秋田県の郷土料理や秋田県

産、由利本荘市産の食材を使った給食が提供されます。

地元大内の食材も登場しています。２６日のキャベツメンチカツはあぐり大内さんで育てたキャベツで

す。みんなでおいしくいただきました。また、２８日の「秋田由利牛丼」の牛肉は、「秋田由利牛」を使用し

ています。これは、秋田由利牛振興協議会様より小学生分を無料で提供していただいたものです。郷土

の食文化を知る大切な機会となっている「全国学校給食週間」です。

４月に比べ、大内っ子の給食の残量が少なくなってきました。どのクラスも、食べ残しが少なくなるよう

に、食べる量は自分で決めているからです。苦手な食べ物がある人は、ほんの少しでOKです。がんばれ

る量は自分にしか分からないので、自分で決めるしかありません。そうしているうちに、いつの間にか、苦

手が苦手でなくなることもあります。食べ慣れていくのだと思います。給食を通して、「自分で決めたことを

達成する」を積み重ねていくことは、苦手なことも自分で乗り越えていく経験となります。こうした経験を積

み重ねることが子どもたちの成長を支えてくれるのだと思います。

雪の日が続き、休み時間には、スマイル広場や

グラウンドで雪遊びをして楽しんでいます。1年生

～4年生は、体育の時間に遊び方の約束を決め、

安全に事故のないように遊ぶ姿が見られます。雪

遊びができるのも大内小学校ならではです。雪遊び用の服装等の準備もありがとうございます。「遊びは

最高の学びの場」です。これからも、寒さに負けず元気に遊ぶことができる大内っ子でいてほしいと思い

ます。また、長休みには、学年ごとに縄跳びチャレンジを体育館で行っています。短縄でいろいろな技に

挑戦したり、長縄でみんなで連続して跳ぶ練習をしたりし、冬の体力作りに励んでいます。

【教育目標】自ら考え 判断し 明日を創る子どもの育成

由利本荘市立大内小学校 校長室から
令和８年１月３０日 Ｎｏ．３０
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全国学校給食週間 1／24～30

民生児童委員訪問 1／27



１月２７日（火）上川大内地区・下川大内地区の民生児童委員のみなさんの学校訪問がありました。学

校運営についての説明や情報交換、授業の様子を見ていただきました。子どもたちが、学習に真剣に取

り組んでいる様子をご覧になり感心しておりました。地域のみなさんから温かく見守っていただいているこ

とに感謝申し上げます。

冬休みが明け、後期後半のⅣ期がスタートし３週間が経過しました。あっという間に約１ヶ月が過

ぎ、まさに「光陰矢のごとし」です。Ⅳ期は短い期間ですが、様々な行事や活動があり、子どもたちは

自分の目標に向かって一生懸命に取り組んでいるところです。

２月１０日（火）は、今年度最後のＰＴＡ参観日となります。今年１年間の子どもたちの成長を楽しみ

においでください。

また、全体会や学級・学年懇談も行い、今年度の大内小学校の1年間を振り返りたいと思います。

よろしくお願いします。

＜日 程＞ 授 業 参 観 １３：３０～１４：１５

ＰＴＡ全体会 １４：４０～１５：２０（ランチルーム）

学 年 懇 談 １５：３０～１６：２０


